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こちら町長室×大任町消防出初式

　
寒
さ
が
厳
し
い
折
、
皆
さ
ん
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
新
春
を
飾
る
恒
例
の
大
任
町
消

防
団
出
初
式
を
１
月
18
日
に
挙
行

で
き
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
少
し

取
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

佐
々
木
団
長
以
下
団
員
に
お

い
て
も
、
早
朝
か
ら
厳
し
い
寒

さ
も
い
と
わ
ず
秩
序
あ
る
行

動
、
士
気
あ
る
堂
々
た
る
有
志
、

さ
ら
に
は
第
2
分
団
に
よ
る
一

糸
乱
れ
ぬ
ポ
ン
プ
操
法
を
拝
見

し
、
非
常
に
頼
も
し
く
心
強
さ

を
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

　
昨
年
、
大
任
町
に
お
き
ま
し
て

は
、３
件
の
建
物
火
災
が
発
生
し
、

今
任
地
区
の
火
災
で
一
人
の
犠
牲

者
が
出
た
こ
と
は
心
痛
で
あ
り
、

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま

す
。
し
か
し
、
消
防
団
員
の
的
確

な
消
火
活
動
で
、
隣
接
の
民
家
へ

の
燃
え
広
が
り
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
も
常
日
ご
ろ
の

消
防
活
動
に
対
す
る
努
力
の
結
果

で
あ
る
と
、改
め
て
敬
意
を
表
し
、

深
く
感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

わ
た
く
し
が
申
し
上
げ
る
ま

で
も
な
く
、
消
防
は
、
尊
い
人

命
と
貴
重
な
財
産
を
災
害
か
ら

守
り
、
平
穏
な
町
民
生
活
の
安

定
向
上
を
図
る
と
い
う
大
き
な

役
割
と
責
務
が
あ
り
ま
す
。
時

代
が
移
り
変
わ
り
、
わ
た
し
た

ち
の
生
活
が
変
わ
っ
て
も
皆
さ

ん
が
望
む
こ
と
は
、
安
心
、
安

全
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か

ら
み
ま
し
て
も
、
消
防
団
員
の

活
躍
が
本
町
の
鍵
を
握
っ
て
い

る
と
い
っ
て
も
決
し
て
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
長
引
く
不
況
に
よ
り
、

厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
お

り
ま
す
が
、
消
防
設
備
充
実
の

た
め
に
は
、
今
後
も
努
力
を
重

ね
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
町
民
の

皆
様
に
お
い
て
も
、
消
防
の
持

つ
重
要
性
を
深
く
認
識
し
、
伝

統
あ
る
消
防
精
神
の
も
と
、
団

長
を
中
心
に
一
致
団
結
し
て
訓

練
に
励
み
町
民
の
期
待
に
沿
え

る
よ
う
、
よ
り
一
層
の
精
進
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　出初式で行われた各種表彰は次のとおりです。
【消防庁長官表彰】

▶永年勤続功労章

坂本 年行（第２分団 分団長）
【福岡県知事感謝状】

▶永年勤続

安武 政樹（第３分団 副部長）、鈴木 光広（第４分団 副部長）
【日本消防協会長表彰】

▶勤続章

坂本 年行（第２分団 分団長）、安武 光秀（第３分団 班長）
【福岡県消防協会長表彰】

▶永年勤続表彰

◉35年 鈴木 隆（本部 副団長）、岩本 紀久由（第３分団 部
長）、鈴木 松雄（第４分団 副分団長）、永原 徳雄（第４分団 
部長）
◉30年 桑野 敏朗（本部 部長）
◉25年 坂木 栄治（第２分団 部長）、木本 信彦（第４分団 
部長）
◉20年 安武 政樹（第３分団 副部長）、鈴木 光広（第４分団 
副部長）
◉15年 山口 雅巳（第１分団 班長）、迫 貴博（第１分団 班
長）
◉10年 岩下 信一（第１分団 団員）、植田 悠介（第１分団 
団員）、加藤 安男（第２分団 団員）、藤本 一樹（第３分団 
班長）、岩本 光司（第３分団 班長）、浦野 康勝（第４分団 
班長）
▶優良団員表彰

永原 毅（本部 班長）、永原 譲太郎（第１分団 班長）、宮田 
芳光（第１分団 団員）、坂木 亘（第２分団 団員）、金子 晋
也（第３分団 団員）、原田 秀幸（第３分団 団員）、長原 隆
之（第４分団 団員）

【田川郡消防支部連合会長表彰】

▶優良団員表彰

桑野 敏朗（本部 部長）、鈴木 幸治（第２分団 部長）、小松 
富春（第３分団 分団長）

▼車両に不備がないか機械器具の点検を行います

▼各分団の人員・姿勢・服装に乱れがないか点検を行います

▼第２分団によるポンプ操法、左から田中敏裕、丹村光、丹村勇気、辻本大輔▼本部から第４分団まである大任町消防団
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税の申告が始まります
　平成26年分所得税と平成27年度町県民税の申告時期になりましたので、
申告をお願いします。

問役場税務課　63・3002
問田川税務署　44・0430

◉申告は３月16日まで
　平成27年１月１日現在で、18歳以上のすべての人が
対象となりますので、収入の有無にかかわらず申告をお
願いします。
　※国民健康保険に加入している人や町営住宅に入居し
ている人は、申告をしないと保険料や家賃の算定ができ
ませんので、必ず申告をしてください。

◉申告の必要がない人
◆給与収入のみの人
　一カ所からの給与収入のみで、「給与支払報告書」が職場
から提出されている人。
◆年金収入の人
　年金収入金額が 148 万円（65 歳未満は 98 万円）以下で
ある人。

◉農業所得者受付
　農業所得のある人は、下記の日程で収支明細の受付を
行います。この日は申告会場が大変混雑することが予想
されますので、ご了承ください。
※26年中の農業所得に係る収支が分かる農協の通帳、その
他領収書などを持参してください。

年末調整で申告した以外の各種
控除（配偶者、扶養親族、寡婦

（夫）、障害、医療費、生命保険
料など）を申告しますか。

勤務先から大任町へ「給与支払報
告書」が提出されていますか。

（勤務先の担当者に確認してくだ
さい）

申告の必要はありません。

申告の必要はありません。

平成 27 年１月１日にお住まいで
あった市区町村に確認してくださ
い。

①

①

①

年間の公的年金の
収入は 400 万円以
下ですか。

公的年金の「扶養親族等申告
書」で申告した以外の各種控除

（配偶者、扶養親族、寡婦（夫）、
障害、医療費、生命保険料など）
を申告しますか。

平成 26 年中の収入は公的年金だ
けですか。

（個人年金は公的年金に含みません）

青色申告ですか。

主な給与以外の副業の給与、公
的年金、個人年金、農業、不動産、
配当などの所得が 20 万円を超え
ますか。

所得税の還付申告を受けますか。

【スタート】
平成 27 年１月１日大任町にお住
まいでしたか。

あなたは申告する必要があるでしょうか？ 確認してみましょう！
※あくまでも目安です。特殊な場合は当てはまらない場合もあります。
　詳しくは税務課までお尋ねください。

申告フローチャート

平成 26 年中に収入がありましたか。
（この収入には遺族年金・障害年
金・失業保険等の非課税所得・
生活扶助は含まれません）

平成 26 年中に給与収入がありま
したか。

年末調整が済んでいますか。

収入は１カ所からの給与のみですか。

③ ②
（※注意） （※注意）所得控除の合計額が所得金額の合

計額を超える方で、所得税が源泉徴収されて
いない人は、町民税・県民税のみの申告とな
りますので、役場での申告となります。

は　い

いいえ

①

②

③

の方は町民税・県民税の申告が必要です。

の方は確定申告が必要です。

の方は確定申告が必要です。

（役場で受付）

（役場または税務署で受付）

（税務署で受付）

田
川
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

確
定
申
告
に
関
す
る
相
談
お
よ
び
申
告
書
の
受
付

■
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税

　
　
　
　
　

２
月
16
日
㈪
～
３
月
16
日
㈪

■
贈
与
税　

２
月
２
日
㈪
～
３
月
16
日
㈪

■
個
人
事
業
者
の
消
費
税

　
　
　
　
　
　
　

お
よ
び
地
方
消
費
税

　
　
　
　
　

３
月
31
日
㈫
ま
で

※
２
月
16
日
㈪
～
３
月
16
日
㈪（
相
談
受
付
時

間 

９
時
～
16
時
）の
間
の
申
告
相
談
は
、
た

が
わ
情
報
セ
ン
タ
ー（
田
川
市
番
田
町
２
の
１

　
旧
田
川
東
高
校
跡
地
）で
実
施
し
ま
す
。

※
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
は
お
休
み
で
す
。

　

な
お
、
３
月
に
な
る
と
大
変
混
雑
し
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

こ
の
期
間
は
田
川
税
務
署
で
の
申
告
相
談
は

行
い
ま
せ
ん
。

確
定
申
告
書
作
成
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い

◎
平
成
25
年
分
か
ら
49
年
分
ま
で
復
興
特
別

所
得
税（
原
則
と
し
て
そ
の
年
分
の
所
得
税
額

の
2.1
％
）を
所
得
税
と
併
せ
て
申
告
・
納
付
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
手
書
き
で
申
告

書
を
作
成
さ
れ
る
際
は
、「
復
興
特
別
所
得
税
」

欄
の
記
載
も
れ
が
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
還
付
申
告
書
を
提
出
す
る
場
合
も「
復
興
特

別
所
得
税
」欄
の
記
載
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◎
確
定
申
告
書
の
作
成
は
便
利
な
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
の
「
確
定
申
告
書
等
作

成
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
田
川
税
務
署　

☎
44
・
０
４
３
０

〈通常の受付日程〉
とき ところ

２月16日月 ～３月16日月
平日 ９時30分～ 16 時

役場１階多目的ホール
（無収入の人は税務課でも可）

〈休日の受付日程〉
とき ところ

３月１日日 ９時30分 ～ 16 時 役場１階多目的ホール

〈農業所得収支受付日程〉
とき ところ

大行事地区
２月18日水

今任原地区
２月19日木 田川農協大任支所

９時～ 15 時

① �印かん
② �平成 26 年中の収入を証明するもの（給与・年金の

源泉徴収票、そのほか収入のわかるもの）
③� 農業所得のある人は、収入金額が分かる書類や通

帳、必要経費の領収書など
④� 平成 26 年中の保険料の支払証明書（国民年金保

険料や生命保険料、地震保険料の控除証明書など）
⑤�

 障害者控除のある人は身体障害者手帳など
�⑥ 医療費控除のある人は病院・薬局の領収書
⑦ �所得税の還付申告をする人は本人名義の通帳また

は口座番号のわかるもの　
⑧�

 その他控除に必要な書類（雑損控除、住宅借入金
等特別控除など）

申告に必要なもの

受付期間 ２月16日月 ～３月16日月



2015. ２月号7 2015. ２月号 6

まちの話題問 総務企画財政課 広報係　☎ 63・3000

　12 月 27 日　田川ホークスの選手たちが球場内外の清
掃、球場周辺の駐車場やランニングで走っているコースの
ゴミ拾いを行いました。
　年内の球場での練習最終日、毎年恒例で行っているゴミ
拾い。今年は 14 袋約 80㎏のゴミを拾いました。選手の
近本陸弥君（灰ノ木）は「大任球場は僕たちの大切なグラウ
ンド。感謝の気持ちを込めてきれいにしました」と笑顔で
語ってくれました。

一年の締めくくり
田川ホークスの選手がゴミ拾いを実施

▼キレイになった球場で優勝目指して一生懸命頑張ります

　大任中学校ボランティアサークル
の生徒たちが丹精込めて作った野菜
を教育長室に届けました。
　ボランティアサークルの生徒は、
大任中学校恒例の東北復興支援花苗
募金活動をこの冬も道の駅おおとう桜街道で、部活動生や
生徒会役員と一緒に行い、福島県の川内小学校に47451
円もの義援金を送ることがでました。

大任中学校から被災地へ
道の駅で募金活動を実施

▼ボランティアに参加した生徒全員で記念撮影を行いました

魅せたぞ！攻・走・守
田川ホークス準優勝

▲練習の成果を発揮し準優勝を獲得した田川ホークス選手

　12 月 23 日、道の駅おおとう桜街道もみじ館でクリス
マスコンサートが行われました。コンサートにはたくさん
の人が訪れ、心弾む演奏を楽しんで聴いていました。
　透明感あふれる音色を奏でたピアノ、フルートやバイオ
リン演奏。パワフルな歌声と演奏を披露した風見鶏。大任
町在住の小学生もピアノ演奏を披露しました。コンサート
に訪れた来場者からは、演奏を終えた出演者たちに盛大な
拍手が送られていました。

美しい音色に癒される
道の駅でクリスマスコンサートを開催

▼100席用意した観客席は埋まり、きれいな音色に包まれていました

　１月 14 日、今任町民会館で開かれている茶道教室で、
その年のけいこ始めとなる初釜が行われました。
　あでやかな着物姿のお弟子さんたちが茶室に集まり、鈴
木隆幸先生（峰）が炉に炭をくべる
炭点

て

前
まえ

などを披露。和やかな雰囲
気の中お弟子さんたちは茶菓子や
濃茶、薄茶を味わいながら新春の
風情を楽しんでいました。

新春のけいこ始め
茶道教室で初釜を実施

▼炭の香りがいっぱい立ちこめる茶室で初げいこが行われました

　入賞者は以下のとおりです。（敬称略）●第 52 回筑豊地区
空手道選手権大会▶形：小学２年【三位】山本 一樹 小学５年

【三位】村坂 駿太 小学４年【二位】木本 百萌佳▶組手： 小学
２年【三位】山本 一樹 小学５年【４位】木本 大地 小学４年【優
勝】木本 百萌佳 小学５年【二位】廣畑 亜香里●第７回全九州
防具空手道選手権大会▶形：小学５年【敢闘賞】村坂 駿太 中
学年【二位】永原 里花 【三位】廣畑 奏実▶組手：小学２年【二
位】岩下 優也 小学５年【敢闘賞】村坂 駿太 小学５年【二位】
木本 大地 小学４年【敢闘賞】木本 百萌佳 小学５年【敢闘賞】
廣畑 亜香里 中学年【二位】廣畑 奏実 【三位】永原 里花

日々の努力が実を結ぶ
春武館の拳士たちが堂々受賞

▲練習の成果を発揮し白熱した試合を繰り広げた拳士たち

　11 月 24 日・29 日・12 月 7 日の日程で行われたポニー
ベースボール協会　九州連盟主催の一年生大会で田川ホー
クスが見事準優勝しました。 大会前より優勝候補の一角
と注目されて挑んだ大会。選手たちはプレッシャーに押し
潰れそうになりながらも持てる力を出し切りました。
　選手の池田亮太君（下元松）は「緊張したけど楽しく試合
はできた。決勝で負けた相手にはリベンジしたい」と力強
く答えてくれました。

おいしくできるかな
大任小学校で豆腐作りを体験

▲適温になるまで温度計を使ってみんなで確認作業

　１月 22 日、大任小学校調理室で幾重の会、農業普及指
導センターの人たちを迎え、ザル豆腐作りを大任小学校３
年生が行いました。
　講師の丁寧な指導のもと豆腐作りは 30 分ほどで終了。
児童たちは鍋ににがりを入れて固まっていく豆腐を見て

「固まってきた」「豆腐のにおいがする」と言って驚いてい
ました。豆腐作りを終え、自分たちの作った豆腐や呉汁、
おからの酢の物などをおいしそうに食べていました。

つきたてのもちを無料配布
道の駅で年末もちつき大会を開催

▲重いきねでおいしくなるようにもちをついていました

　12 月 23 日、道の駅おおとう桜街道で年末もちつき大
会が開催されました。
　今回用意されたもち米は３俵。ここでついたつきたてのも
ちは、きなこもちや酢もちにし、袋
につめたもちと一緒に道の駅を訪れ
た人に無料で配られました。早朝に
もかかわらず多くの人が訪れ、配布
場所には長蛇の列ができていました。
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　サボテン植え替えのお知らせ
　サボテンハウスは開館してから 13 年が経過
し、サボテンが衰弱しつつあります。
　そこで、サボテンの元気を取り戻すために、
現在土壌改良や植え替えを行っています。作
業中につき、見学に当たっては、サボテンハウ
ス内に見苦しい点がございますが、ご理解と
ご協力をお願いします。
問レインボーホール　☎ 63・4832

Information
　一人で悩まず相談してください
　平成 26 年 12 月１日、副町長室で厚生労働大
臣からの民生委員としての委嘱状が、浦野副町
長より岩下 文生さん（森山）に伝達されました。
　民生委員は、常に住民の立場に立って相談に
応じ、必要な援助を行い、社会福祉の増進に努
める人々で、「児童委員」も兼ねています。
任期は平成 28 年 11月 30 日です。
問住民課第２ 社会福祉係　☎ 63・3004

教育課（学校教育係・社会教
育係）

レインボーホール・レインボー図書室・
B&G体育館・B&G海洋センター・サ
ボテンハウス ☎63・4832

ふるさと館おおとう ☎41・2055

今任町民会館 ☎63・2506

島台隣保館 ☎63・2243

大任町社会福祉協議会 ☎63・4828

事業課・産業経済課・特産品開発課 ☎63・3001

税務課 ☎63・3002

住民課第２（福祉全般・後期高
齢者保険・国民健康保険・国
民年金・同対係）☎63・3004

水道課 ☎63・3293

ホームページ
http://www.town.oto.fukuoka.jp/

大任町役場
☎63・3000

お し ら せ
広 場
くらしに役立つ
情報をお届けします

住民課第１（戸籍・衛生）☎63・3003

☎63・2242

総務企画財政課 ☎63・3000

問い
合わせ

国
民
年
金
だ
よ
り

◉
住
民
課 

年
金
係　

☎
63
・
３
０
０
４

◉
直
方
年
金
事
務
所

☎
０
９
４
９
・
22
・
０
９
０
５

おおとうマラソン参加者大募集
４月５日日開催　申込期限は２月27日金

　町では、４月５日日に開催される「第 25
回 花としじみの里 おおとうマラソン」の参
加者を募集します。大勢で桜吹雪が舞う春
のさくら街道を駆け抜けてみませんか。
　参加申込書は、役場やレインボーホール
などに置いています。また、参加希望者に
は申込書を郵送します。
■名称　第 25 回 花としじみの里

おおとうマラソン
■とき　４月５日日【雨天決行】
■ところ　大任町Ｂ＆Ｇ海洋センター
■コース　町道大任中央線（さくら街道）
■種目〔スタート時刻〕
　▶２㎞〔10：00 ～〕【中学生以下は時間差】
　▶５㎞〔10：25 ～〕
　▶10㎞〔10：35 ～〕
■参加料
　▶一般　　　3,000 円
　▶高校生　　1,000 円
　▶中学生以下　　無料
※�申し込み後は、参加料の返金はできませ
ん。あらかじめご了承ください

■申し込み方法
　高校生・一般の参加者は、郵便振替払込
取扱票に必要事項を記入の上、参加料を添
えて郵便局で申し込んでください。入金確
認後にゼッケン引換券を郵送します。中学
生以下の参加者は、郵便振替払込取扱票に
必要事項を記入の上、封筒に入れて事務局
まで送ってください。受け付け後、ゼッケ
ン引換券を郵送します。
　また、役場総務企画財政課内のマラソン
事務局窓口でも受け付けています。
■申込期限　２月 27 日金 必着
問総務企画財政課 おおとうマラソン事務局
　☎ 63・3000（内線 214）

　

夫
婦
間
の
も
め
ご
と
や
遺
産
相
続
な

ど
家
庭
内
の
問
題
、
ま
た
は
不
動
産
や

債
権
責
務
・
交
通
事
故
な
ど
を
め
ぐ
る

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
身
近
に
起
こ
っ
た
争
い
、

こ
の
家
事
お
よ
び
民
事
の
紛
争
に
つ
い

て
、
解
決
手
段
の
一
つ
と
し
て
の
調
停

無
料
調
停
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
福
岡
支
部
は
、

オ
ス
ト
メ
イ
ト
を
対
象
に
、
正
し
い
装

具
の
使
い
方
な
ど
の
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

■
と
き　
３
月
15
日
㈰　
13
時
～
16
時

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
飯
塚

（
新
飯
塚
駅
の
裏
、
歴
史
資
料
館
隣
）

■
対
象
者　

人
口
肛
門
・
人
口
膀
胱
を
持

つ
本
人(

オ
ス
ト
メ
イ
ト
）と
そ
の
家
族
・

医
療
関
係
者
・
介
護
関
係
者
な
ど

■
テ
ー
マ　

認
知
症
と
そ
の
予
防

■
講
師　

▼
知
識 

裕
子（
医
療
法
人
昌

和
会
見
立
病
院
精
神
科
認
定
看
護

師
）▼
柴
田 

亜
希（
医
療
法
人
昌
和
会

見
立
病
院
精
神
保
健
福
祉
士
）

■
参
加
料　

無
料

問
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
福
岡
支
部 

筑

豊
分
会

☎
０
９
０
・
３
０
７
５
・
９
５
３
５

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
た
め
の
医
療
講
演
会

　
「
す
ま
い
給
付
金
」は
４
月
の
８
％
へ

の
消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
い
、
国
土
交

通
省
に
よ
り
、
住
宅
購
入
者
の
負
担
軽

減
の
た
め
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
収
入

に
応
じ
て
30
万
円
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

受
給
の
条
件
や
支
給
額
、
申
請
の
や

り
方
な
ど
は「
す
ま
い
給
付
金
」事
務
局

の
問
合
せ
窓
口
で
確
認
で
き
ま
す
。

※
毎
日
９
時
～
17
時

す
ま
い
給
付
金
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

県
内
に
在
所
す
る
県
営
住
宅
の
入
居
者

を
募
集
し
ま
す
。
募
集
対
象
団
地
、
募
集

戸
数
な
ど
に
つ
い
て
は
募
集
案
内
書
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　
３
月
２
日
㈪
～
10
日
㈫

■
募
集
案
内　

公
社
管
理
事
務
所
出
張

所
、
県
内
の
各
市
役
所
、
町
村
役
場

問
県
住
宅
供
給
公
社
県
営
住
宅
管
理
部

管
理
課

☎
０
９
２
・
７
８
１
・
８
０
２
９

県
営
住
宅
入
居
者
募
集
の
お
知
ら
せ

　

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
京
築
の
お
い

し
い
も
の
と
、
次
世
代
に
継
承
さ
れ
る
神

楽
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

■
と
き　
２
月
７
日
㈯　
10
時
～
16
時

■
と
こ
ろ　

リ
バ
ウ
ォ
ー
ク
北
九
州

■
入
場
料　

無
料

問
京
築
連
携
ア
メ
ニ
テ
ィ
都
市
圏
推
進

会
議
事
務
局

☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
１
７
８

京
築
フ
ェ
ス
タ
開
催

制
度
（
話
し
合
い
で
円
満
解
決
）
利
用

に
関
す
る
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

■
と
き　
２
月
22
日
㈰　
９
時
～
15
時

■
と
こ
ろ　

添
田
町
オ
ー
ク
ホ
ー
ル

■
相
談
員　

裁
判
所
か
ら
任
命
を
受
け

た
民
事
調
停
委
員
、
家
事
調
停
委
員

問
田
川
調
停
協
会　
☎
42
・
０
１
６
３

問
す
ま
い
給
付
金
事
務
局

☎
０
５
７
０
・
０
６
４
・
１
８
６

　田川地区消防本部管内の平成26年中の火災・救急・救助の概要は次のとおりでした。
■火災について
　平成 26 年中の火災件数は昨年と同じ、87 件でした。内訳は、建物火災 33 件、車両火災６件、
林野火災５件、その他の火災 43 件、火災による死傷者は死者１人、負傷者５人でした。出火の
原因では、火入れ 14 件、放火 13 件、たき火 11件が上位となっています。
■救急について
　平成 26 年中の救急出動件数は、7,572 件、搬送した人員は 7,131人。昨年と比較して救急出
動件数は126件、搬送した人員は68人の減少となっています。事故種別では、１位が急病の4,554
件で、次いで病院から病院への転院が 1,127 件となっています。田川地区管内では、搬送される
人の大部分を高齢者が占めており、搬送人数 4,620 人、搬送率 64.8％となっています。これは、
高齢化率が高いことが要因として考えられます。また田
川地区管内に救急３次病院が無いことから、管轄区域外
への搬送の増加も目立っている状況です。
■救助について
　平成 26 年中の救助出動件数は 97 件で、そのうち救
助活動を行った件数は 70 件、救助された人員は 56 人
でした。救助活動の主なものは、火災が 32 件、交通事
故が 15 件と上位を占めています。前年と比較すると出
動件数および救助人員ともに減少しています。
問田川地区消防本部 予防課　☎ 44・6256

　平成 26 年火災・救急・救助統計のお知らせ
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大任町地域
包括支援センターの

介護福祉講座

「つながり」
という健康法

　

昨
今
、
ち
ょ
っ
と
怪
し
い
も
の
も
含

め
様
々
な
健
康
法
が
世
の
中
に
あ
ふ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
食
事
に
よ
る
も
の

で
あ
っ
た
り
、
健
康
補
助
食
品
や
運
動

な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
逆
に
体
に

悪
い
も
の
と
し
て
は
、
肥
満
や
運
動
不

足
、
お
酒
の
飲
み
過
ぎ
や
タ
バ
コ
な
ど
、

こ
ち
ら
も
多
く
の
情
報
が
あ
ふ
れ
て
い

ま
す
。
代
表
選
手
と
し
て
は
ス
ト
レ
ス

と
い
う
言
葉
で
し
ょ
う
。
特
に
人
間
関

係
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
は
健
康
に
悪
い
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
す
が
果
た
し
て
そ
う
で
し
ょ
う
か
？

　

あ
る
医
師
が
長
生
き
の
秘
訣
に
つ
い

て
研
究
さ
れ
ま
し
た
。
や
は
り
と
言
う

べ
き
か
上
位
に
あ
げ
ら
れ
た
の
は
、
太

り
過
ぎ
な
い
こ
と
、
適
度
な
運
動
や
ほ

ど
ほ
ど
の
飲
酒
、
そ
し
て
タ
バ
コ
は
吸

わ
な
い
こ
と
な
ど
で
す
が
、
な
ん
と
堂
々

の
一
位
は
人
と
の
つ
な
が
り
が
多
い
ほ
ど

長
生
き
と
の
結
果
が
出
ま
し
た
。

　

た
と
え
ば
心
筋
梗
塞
で
入
院
し
た
人

の
半
年
後
の
生
存
率
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、

お
見
舞
い
に
来
て
く
れ
た
人
や
入
院
中

に
何
か
と
援
助
し
て
く
れ
る
人
が
多
い

ほ
ど
生
存
率
が
高
か
っ
た
と
の
こ
と
で

す
。
同
じ
よ
う
な
症
状
で
同
じ
手
術
を

受
け
て
治
療
を
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら

ず
そ
の
差
は
歴
然
で
す
。

　

と
は
言
っ
て
も
人
付
き
合
い
が
わ
ず

ら
わ
し
い
時
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
医
師

が
言
う
に
は
人
と
の
つ
な
が
り
は
質
よ

り
も
量
だ
と
の
こ
と
で
す
。
普
段
の
付

き
合
い
が
身
内
な
ど
限
ら
れ
た
人
だ
け

の
場
合
は
、
や
は
り
ス
ト
レ
ス
が
た
ま

り
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
も
、
地
域
の
役

員
を
し
て
い
た
り
趣
味
な
ど
を
通
し
て

付
き
合
い
が
あ
る
人
は
、
そ
う
い
っ
た

場
で
ス
ト
レ
ス
が
発
散
さ
れ
、
健
康
に

良
い
影
響
を
与
え
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

現
役
を
引
退
し
た
後
も
人
付
き
合
い

が
多
い
人
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は「
こ
う
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
け
ど
、
本

当
は
良
い
人
よ
ね
」と
、
常
に
肯
定
的
で

あ
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
前
向
き
な
考

え
が
人
を
引
き
付
け
る
力
に
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

全
て
の
人
に
当
て
は
ま
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
友
だ
ち
と
呼
べ
る
人

が
多
い
ほ
ど
、
健
康
や
長
寿
に
つ
な
が

る
の
は
間
違
い
な
い
よ
う
で
す
。

　

隣
近
所
の
友
だ
ち
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
友
だ
ち
、
家
に
来
て
く
れ
る
ヘ
ル
パ
ー

さ
ん
、
旧
友
と
の
手
紙
の
や
り
取
り
な

ど
、
出
来
る
だ
け
幅
広
い
人
た
ち
と
の

「
つ
な
が
り
」を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
大
任
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
41
・
８
０
６
０

　

今
月
号
は
、
町
内
に
あ
る
山
城
に
関

す
る
情
報
提
供
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

山
城
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
明
神

山
城
跡（
桑
原
）な
ど
を
取
り
上
げ
て
き

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
福
岡
県
が
平
成
24
年
度
か

ら
実
施
し
て
い
る
中
近
世
城
館
遺
跡
の

調
査
で
、
今
年
度
本
町
を
含
む
旧
豊
前

国（
企
救
郡
、
京
都
郡
、
築
上
郡
、
下
毛

郡
、
田
川
郡
）地
域
が
対
象
と
な
っ
て
お

り
、
町
の
方
で
も
把
握
し
て
い
る
情
報
を

県
へ
報
告
す
る
必
要
が
あ
り
、
町
民
の
み

な
さ
ま
に
も
情
報
提
供
を
お
願
い
す
る

も
の
で
す
。

　
県
が
把
握
し
て
い
る
町
内
の
山
城
は
、

建
徳
寺
城
、丸
岡
城
、若
木
城
、蛇
面
城
、

明
神
山
城
、城
越
城
、福
田
城
、白
土
城
、

成
光
城
な
ど
13
か
所
で
す
。
こ
の
中
に

は
、過
去
の
調
査
で
同
じ
箇
所
の
も
の
を
、

別
々
で
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
も
の
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
町
で
把
握
し
て
い
る
も
の

は
、
先
ほ
ど
名
前
を
あ
げ
た
９
か
所
で

す
。
こ
の
中
に
は
、
す
で
に
開
墾
や
開
発

に
よ
っ
て
、
お
城
と
し
て
の
形
態
が
失
わ

れ
て
い
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
お
城
に
関
す
る
地
名（
小

字
名
）で
見
て
み
る
と
、
城
が
迫
、
城
山

（
桑
原
）、
城
ノ
越（
上
今
任
、
福
田
）、

切
寄（
東
白
土
）、
八
郎
屋
敷
、
館
原
、

傾
城
ヶ
迫（
小
林
）、
武
者
田（
秋
永
）、

山
城
の
情
報
提
供
に
つ
い
て

第 110 話

▶ 

明
神
山
城

◀
明
神
山
城
の
模
型

●作品名　「こぶとり」
（大任町文化連盟 布絵本教室から選出）
●作者　西岡 貴代子 さん

●紹介
「紙にはない布のあたたかさを伝えたく
て始めました。作品が出来上がるととて
も感動します。教室では和気あいあいと
楽しく作品作りをしています。興味のあ
る人はぜひ一度見学に来てください」

No.31

●種　属　ハシラサボテン亜科ギムノカクタス属
●原産地　不明
●特　徴　�黒い刺で、綿状の毛があり、子吹きする。直

径１㎝ほどの赤紫色の花が咲く。
問サボテンハウス　☎ 63 ・4832

薫く
ん

鯱
し
ゃ
ち

堀
田
、
堀
ノ
内（
下
今
任
）が
あ
り
ま
す
。

こ
の
中
に
は
、
お
城
に
は
結
び
つ
か
な
い

も
の
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
先
ほ
ど
紹

介
し
た
お
城
や
地
名
以
外
、
も
し
く
は

こ
れ
以
外
の
情
報
を
提
供
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
例
を
あ
げ
る
と
、

先
祖
が
お
城
の
城
主
で
、
ど
こ
そ
こ
の
領

主
に
仕
え
て
い
た
と
か
、
お
城
の
近
く
で

馬
を
洗
っ
て
い
た
池
が
あ
っ
た
と
か
、
山

や
丘
の
上
に
高
い
土
盛
り
や
石
垣
を
め

ぐ
ら
せ
て
い
る
所
が
あ
る
と
か
な
ど
、
ど

ん
な
こ
と
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
寄
せ
ら
れ
た
情

報
や
町
の
方
で
把
握
し
て
い
る
も
の
を
も

と
に
現
地
確
認
な
ど
を
行
い
、
県
に
報

告
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
ふ
る
さ
と
館
お
お
と
う

☎
41
・
２
０
５
５

▶
左
の
高
い
所
が
土
塁
、
中
央
の
低
い
所
が
堀

帰宅したら、うがい手洗いを必ずしましょう。
いきいき
国保

ここ数年で流行件数が増え続けている嘔
おう

吐
と

下
げ

痢
り

症
しょう

嘔
お う

吐
と

下痢
症と

は、ロタウイル
スやアデノウイ
ルス、ノロウイ
ルスなどのウイ
ルスが口に入っ
て胃腸に感染し
て引き起こされる急性胃腸炎です。
　乳幼児や高齢者が感染すると重症化
することがあるので注意が必要です。

原因としては？
　最も代表的なのは、ロタウイルスで
冬場によく流行します。ノロウイルス
は、ここ数年で流行件数が増え続けて
います。

症状としては？
　主な症状としては、吐き気、嘔吐、
下痢および腹痛で、すべての年齢に発
症します。
　潜伏期間は12 ～ 48時間です。嘔
吐が症状のはじまりである場合が多

く、次第に下痢の回数が多くなり、熱、
せき、鼻水などの症状が一緒にみられ
ることがありますが、およそ１週間ほ
どで改善されてきます。
　また、合併症として、脱水症状をお
こすことがあります。尿が出ないとき
などは、すぐに医師に相談しましょう。

治療としては？
●�嘔吐、下痢が続いている間は？
　とにかく安静
にして体を休め
ます。嘔吐が激
しい間は、内服
薬を飲んでもす
ぐに吐いてしま
うので、嘔吐がおさまるのを待ちます。
　しかし、水分を十分に取れない場合
や脱水症状を起こしているときは、点
滴や内服薬を処方することもあります。
●嘔吐、下痢が少し落ち着いてきたら？
　水分を少しずつ飲み始めます。イオ
ン飲料を半分程度に薄めたものや番
茶、お湯などは大丈夫です。

　おかゆ、軟らかく煮たうどん、野菜
（かぼちゃ、大根）などの消化のよい
ものを少しずつ食べ始めます。弱った
胃腸を少しの間休ませてあげるような
気持ちで、少しずつ元の食事状態へ戻
していきましょう。

予防としては？
●外出後は必ず
うがい、手洗い
をしましょう。
●排せつ物に触
れたときは、特
によく手を洗い
ましょう。
　ロタウイルスやノロウイルスは１度
かかったからといって免疫がつくこと
はなく、何度もかかることもあります。
　発症した人の嘔吐物や衣料からも
接触感染する可能性もありますので、
しばらくの間はタオルなどの共有を避
けましょう。

問住民課第２ 国保係　☎63・3004
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　平成27年（２０１５年）がスタートしました。
　今年度の締めくくりの
３学期が始まり、各学年
毎にまとめの勉強や体力
作りを頑張らせていきた
いと思います。３学期は
あっと言う間に終わりま
すが、「進級」や「卒業」に
向けての大切な期間でも
あります。特に、６年生はいよいよ『卒業』に向けて、小学
校でのまとめの学習と中学生になる心構えを作っていく重
要な期間です。６年間の思い出をランドセルいっぱいに詰
め込んで巣立ち出来るように自分で努力していくことはも
ちろん、ひとつひとつのすべきことを最後まであきらめず
コツコツと前進させる気持ちを大切にしながら、小学校生
活最後の短い３学期を送らせたいと思います。担任の白川
先生の指導のもと、今任小学校の『顔』として全校をしっ
かりと引っ張ってくれている６年生の子どもたちに、「基
礎・基本の学力、思いやり・譲り合いの温かい心、すぐに
あきらめず失敗を恐れずに最後までやりぬく強い忍耐力・
努力心」などを身につけさせて卒業させられるよう、本校
教職員一丸となって本校教育に邁進していく所存です。
問教育委員会 教育課 学校教育係　☎63・2242

今年も締めくくりの３学期

教 育 信通 今 校学任 小

▼嫌になる時もあるけれどやっぱりピアノは楽しいです

次の検定に向けて頑張ります
　今回のクローズアップは12月に行われたクリスマス
コンサートで作曲した曲を披露した大任小学校６年生
の岩崎葵さんと３年生の日向さんです。
　お母さんがピアノの先生をしているので、自分の子
どもにもピアノを習わせたいと思ったのがきっかけで、
２歳の時からピアノを始めました。
　初めて作曲したのは２人とも１年生の時。本を読ん
だり好きなことをしている時に

「これを曲にしたい!!」と思い自
分たちで曲を作ります。今まで、
葵さんは６曲、日向さんは３曲
作曲しています。ピアノを弾か
ない日はないという２人、１日
に３０分から１時間練習をしているそうです。
　将来の夢は何ですかと尋ねると葵さんは「アニメの
声優さんかピアノの先生になりたいです」と答え、日
向さんは「パン屋さんです。自分のパン屋のお店にピ
アノを置いて、お母さんやお姉ちゃんに弾いてもらい
ます」と笑顔で答えてくれました。遊びたくてピアノ
が嫌になる時もあるけれど３月
にある発表会と次のピアノ検定
に向けて毎日頑張っている2人。
葵さんは６級、日向さんは９級
を獲得し、次の級に向けて日々
練習を重ねています。

岩
いわさき

崎 葵
あおい

さん・日
ひ な た

向さん（島台）

クローズ・アップ

−A piano player − vol .101

図書室だより

３月生まれを募集

　３月に誕生日を迎える３歳までのお子さんの写真を
募集します。次回の締め切りは２月13日金です。

２月生まれ
問OTOレインボーホール
☎63・4832

◉ 開 室 時 間　 ９ 時 ～ 17 時
※休室日を変更する 場合があります。

◉ 貸 し 出 し　 合 計 /10 点
※ CD と DVD（ビデオ）は１点ずつ

２月の休室日

の日が休室日です。

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

※そのほか、多数入庫しています

図書
●親鸞 完結篇（上・下）　　　　　　　　　　　　五木 寛之　著
●波の音が消えるまで（上・下）　　　　　　　沢木 耕太郎 　著
●アイネクライネナハトムジーク　　　　　　伊坂 幸太郎　著
●億男　　　　　　　　　　　　　　　　　　川村 元気　著
●自然史ミュージアムを脱出せよ ! サバイバル迷路　青山邦彦　著
●おこだでませんように　　　　　　　　くすのき しげのり　著
●キッズペディア 科学館 妖怪ウォッチ光る !　　小学館　編集
●ねこのピートだいすきなよっつのボタン　エリック リトウィン　著
DVD
●ティンカー・ベルとネバーランドの海賊船　ディズニー　出演
●チキン・リトル　　　　　　　ゲイリー・マーシャルほか　出演
●トムとジェリーと迷子のドラゴン　サム・レジスター　制作総指揮

●劇場版 くまのがっこう~ジャッキーとケイティ~　松浦愛弓ほか　出演
●オール・ユー・ニード・イズ・キル　トム・クルーズほか　出演
● 100回泣くこと　　　　　　　　　　　大倉忠義ほか　出演
●謝罪の王様　　　　　　　　　　　　　　阿部サダヲほか　出演
●それでも夜は明ける　　　キウェテル・イジョフォーほか　出演
●ホワイトハウス・ダウン　　　チャニング・テイタムほか　出演
CD
● R.Y.U.S.E.I.　三代目 J Soul Brothers from EXILE TRIBE　歌
● Highschool ♡ love　　　　　　　　　　　　　E-girls　歌
● with LOVE　　　　　　　　　　　　　　　西野カナ　歌
● My Everything　　　　　　　　　アリアナ・グランデ　歌
● evergreen　　　　　　　　　　　　　　　秦 基博　歌

赤ちゃんが喜ぶことを一緒に探しませんか
　子育ては楽しい・喜び・充実・感激・慣れない・戸惑い・
不安・緊張といった思いで、赤ちゃんとのコミュニケー
ションが取れないときもありますよね…でも大丈夫!!あ
なたもこの時期を経て大きくなりました。　今回、５ヵ
月までの赤ちゃんとそのママに向けた「タッチコミュニ
ケーション」で親子のきずなを深める楽しい活動をし
ます。赤ちゃんへのマッサージとおしゃべりタイムでリ
フレッシュしてみませんか。
■とき　２月６日金～３月13日金　毎週金曜（全６回）
13時～ 15時
■ところ　子育て支援センター　すまいる
■対象者　生後１ヵ月～５ヵ月（赤ちゃんと保護者）

■参加料　無料
■申し込み先　問い合わせ先へ電話
問子育て支援センター　担当：久

ひさ
場
ば
・永原　☎63・4828

絵本の読み聞かせ、読書タイム
　親子一緒に絵本と親しみ触れ合い、絵本を通してコ
ミュニケーションを高め、楽しく過ごしましょう。
■とき　２月18日水　13時30分～ 15時30分
■ところ　大任町社会福祉協議会（レインボーホール）
■参加料　無料
■締め切り　２月18日　12時まで
■申し込み先　問い合わせ先へ電話
問子育て支援センター　担当：久

ひさ
場
ば
・永原　☎63・4828

東
と う

田
だ

 紬
つむぎ

ち ゃ ん １歳
Ｈ26年２月１日生まれ

峰・女の子

小
こ

松
ま つ

 冬
と う

真
し ん

く ん １歳
Ｈ26年２月18日生まれ

成光・男の子
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◆田川市（http://www.joho.tagawa.fukuoka.jp/）

●ごとうじひなめぐり【後藤寺商店街】

　２月25日水～３月４日水
　内容�：商店街の各店舗にひな人形を飾ります。幼稚園

児や小学生が描いたおひなさまの絵の展示などさ
まざまなイベントも開催します。

　��問後藤寺商店街振興組合　☎42・0735
●まちの連携を明日につなぐ!!まちづくりフォーラム

　【田川文化センター】

　２月13日金　16時30分（開場）
　料金：無料
　内容�：田川市郡内で観光やまちづくり事業の中心となっ

て活躍されている人の報告や福智町観光大使の
IKKOさんの基調講演。

　��問一般財団法人　田川広域観光協会　☎45・0700

◆添田町（http://www.town.soeda.fukuoka.jp/）
●油木ダム桜ウォーキング大会

　【添田町立津野小学校グラウンド】
　４月５日日　８時30分～９時30分（受付）
　参加費：大人1,500円　小学生以下 500円
　定員：500人（先着）
　申込期間�：３月10火まで
　内容�：油木ダム周辺の水と緑豊かな里山の良さを感

じてみませんか。
　問添田町役場 企画財政課　☎82・5965

◆
今
月
の
表
紙

●問い合わせ先
田川市　☎ 44・2000
添田町　☎ 82・1231
川崎町　☎ 72・3000
赤　村　☎ 62・3000
香春町　☎ 32・2511
糸田町　☎ 26・1231
福智町　☎ 22・0555

田川市郡のイベント情報

　

１
月
18
日
に
行
わ
れ
た
大
任
町
消
防

団
の
出
初
式
。
第
２
分
団
に
よ
る
ポ
ン

プ
操
法
の
様
子
で
す
。
俊
敏
な
動
き
で

見
事
的
に
命
中
し
、
会
場
か
ら
は
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

■　防犯・交通の問い合わせ

田川警察署　☎４２・０１１０
大任交番　　☎６３・２１１０

●物件事故    21 件（  99 件）
●人身事故    １件（  32 件）
●死亡者数    ０件（    ０件）
●負傷者数    １件（  45 件）

（　）内は平成 26 年の累計

交通事故発生状況（12 月中）

交 通防 犯

田川警察署からのお知らせ

急ぐほど 正しく
はっきり110番

　交通事故に遭わないために歩行者の
人は、明るい服や反射財をつける・道
路を渡り終えるまで、安全確認をする
ことに心がけてください。

町内犯罪発生状況（12 月中）

種 類 件 数

自動車盗 ０件

オートバイ盗 ０件

性犯罪 ０件

車上ねらい ０件

空き巣・忍び込みなど ０件

（平成 26 年 12 月末現在）
65 歳未満 65 歳以上 計

男 1,883 人（＋１）    641 人（＋２） 2,524 人（＋３）
女 1,862 人（＋２） 1,052 人（＋２） 2,914 人（＋４）
計 3,745 人（＋３） 1,693 人（＋４） 5,438 人（＋７）

人の動き

※数字は住民基本台帳から。(　) 内は前月比

世帯数 2,511 世帯（＋６）

☆まちのイベント☆

　昨年12月にレインボーホールで行われた「第27回少年の主張大
会」。この主張大会の中で「輝くために」を発表した大任小学校６年
生の岩本杏夏さんが、大任町の代表として赤村住民センターで行わ
れる「第21回少年の主張大会田川地区大会」で発表します。
■とき　２月８日日
　　　　受付：９時30分～　開会：10時～
■ところ　赤村住民センター

問大任町教育委員会 社会教育係　☎ 63・2242

第21回少年の主張
田川地区大会開催のお知らせ

２月８日日　赤村住民センターで開催

★
ド
タ
バ
タ
編
集
室

▼
先
日
取
材
に
向
か
お
う
と
し
た
時
、
上

着
に
入
れ
て
い
た
ケ
ー
タ
イ
。
ポ
ケ
ッ

ト
か
ら
落
ち
て
ガ
シ
ャ
ン
、
画
面
を
見

る
と
割
れ
て
い
ま
し
た
。
画
面
の
修
理
っ

て
い
く
ら
か
か
る
ん
だ
ろ
う
…
。
か
な
り

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い
ま
す
…
。

 ２月行事予定表 如月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ 節分 ４ 立春 ５ ６ ７ 北方領土の日

町県民税
第4期納期限

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

布の絵本制作
ボランティア講座

【レインボー資料室
 13時〜 15時30分】

３歳児健診
(対象者個別通知)

【多目的 13時30分
〜 14時30分】

心配ごと相談
(人権・行政・相談あり)

【視聴覚 10時〜12時】

健康相談
(町内在住者)

【おおとう桜街道
 14時〜 15時】

大任小・今任小
体験入学

８ 針供養 ９ 10 11 建国記念日 12 13 14
第21回
少年の主張
田川地区大会

【赤村住民センター
開会：10時〜】

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

今任小学校
参観日

大任小６学年
PTA親と子の
会食会

15 16 17 18 19 雨水 20 旅券の日 21
食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

布の絵本制作
ボランティア講座

【レインボー資料室
 13時〜 15時30分】

乳児健診
( ４・７・12 ヵ月児

対象者個別通知)
【集会室 13時30分

〜 14時30分】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

障がい者
心の健康相談

【視聴覚 10時〜12時】

22 23 24 25 飲酒運転撲滅の日 26 27 28
食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
(女性民生委員が対応)

【視聴覚 10時〜12時】

おおとうマラソン
申し込み締切日

今任小土曜授業
「ありがとう」
の会
大任小６年生
を送る会

１ ２ ３ ４ ５ ６ 場 所
確定申告

日曜受付
【多目的

９時30分〜 16時】

【集会室】
…役場住民集会室
【視聴覚】
…役場視聴覚室
【多目的】
…役場多目的ホール
【公民館】
…大任町公民館

　

大任中３年生期末考査
17日火～ 19日木

所得税・住民税
確定申告受付開始
２月16日月～３月16日月

９時30分～ 16時
多目的ホール・税務課

農業所得収支受付
18日水大行事地区
19日木今任原地区

９時～ 15時
田川農協大任支所

大任中１・２年生期末考査
25日水～ 27日金
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おおとう
　　議会報告

2014

12
笑顔のたえない町をめざして

平成 26 年 12 月定例会が 12 月 10 日から 12 日までの３日間の日程で開会されまし
たので、その審議内容と結果をご報告いたします。

記
 12 月 10 日　議会本会議（出席者 10 名、欠席者 0 名）
　　　　　　 （議会の会期の決定、議案の上程、提案理由の説明、採決等）
　　　10 日　総務常任委員会（専決処分の承認を求めることについて等の審査）
　　　11 日　地域振興常任委員会（大任町家庭的保育事業等の設備及び運営に関
  　　　　　　する基準を定める条例の制定等の審査）
　　　12 日　議会本会議（出席者 9 名、欠席者 1 名）
　　　　　　 （各常任委員会委員長報告の内容審議と採決）

議 会 本 会 議
10 日開会（審議経過）

日
程
第
１

　

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　

今
期
定
例
会
の
会
議
録
署
名
議

員
に
は
７
番
議
員
次
谷
國
勝
君
、
８

番
議
員
毛
利
英
文
君
を
指
名

日
程
第
２

　

会
期
の
決
定

(

全
員
異
議
な
し
で
、
12
月
10
日
か

ら
12
日
ま
で
の
３
日
間
と
す
る
こ
と

に
決
定)

日
程
第
３

諸
般
の
報
告

●
議
長
報
告　

 （
議
長　

米
丸
年
一
）

１
、
請
願
・
陳
情

〇
請
願
書
が
２
件
あ
り
ま
す
が
、
議

会
運
営
委
員
会
の
意
向
の
と
お
り
所

管
の
常
任
委
員
会
へ
付
託
す
る
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。

２
、
系
統
議
長
会
関
係

○
11
月
７
日
田
川
郡
町
村
議
会
議
長

会
主
催
に
よ
る
、
田
川
郡
の
町
村
議

会
議
員
の
研
修
会
が
、
赤
村
源
じ
い

の
森
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
、「
政
局
展
望
」を

テ
ー
マ
に
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

泉
宏
氏
を
講
師
と
し
て
招
き
、
現
在

の
日
本
政
治
の
流
れ
、
今
後
の
政
局

展
望
の
研
修
会
で
あ
り
ま
し
た
。

○
11
月
12
日「
第
58
回
町
村
議
会
議

長
全
国
大
会
」出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、「
真
の
分
権
型
社

会
の
実
現
を
目
指
し
て
」を
テ
ー
マ

に
、
迅
速
な
対
応
に
よ
り
本
格
的
な

東
日
本
大
震
災
の
復
興
を
加
速
化
さ

せ
る
と
と
も
に
、
地
方
の
創
造
と
人

口
減
少
の
克
服
を
図
り
、
町
村
の
自

治
能
力
を
高
め
、
都
市
と
農
村
漁
村

が「
共
生
」し
う
る
社
会
を
強
力
に

進
め
て
行
く
事
を
宣
言
し
、
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
興
と
大
規
模
災
害

対
策
の
確
立
に
関
す
る
特
別
決
議
外

15
件
を
決
議
し
閉
会
し
ま
し
た
。

〇
11
月
14
日
全
国
過
疎
地
域
自
立
促

進
連
盟
主
催
に
よ
る「
第
45
回
定
期

総
会
」出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、
事
業
報
告
、
規
約

の
一
部
改
正
、
役
員
の
承
認
及
び
選

任
に
つ
い
て
、
平
成
27
年
度
政
府
予

算
・
施
策
に
関
す
る
決
議
・
要
望
並

び
に
要
請
活
動
方
法
に
つ
い
て
を
審

議
・
承
認
し
閉
会
し
ま
し
た
。

〇
11
月
28
日「
町
村
議
会
議
長
会

議
」出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、
平
成
25
年
度
田
川

郡
町
村
議
会
議
長
会
歳
入
歳
出
決
算

の
承
認
。
平
成
26
年
度
田
川
郡
町
村

議
会
議
長
会
歳
入
歳
出
補
正
予
算
。

平
成
27
年
度
田
川
郡
町
村
議
会
議
長

会
歳
入
歳
出
予
算
案
を
審
議
し
承
認

し
閉
会
し
ま
し
た
。

　

以
上
が
議
長
報
告
で
す
。

●
議
会
運
営
委
員
長
報
告

　
　
　
　

  （
委
員
長　

毛
利
英
文
）

○
12
月
定
例
議
会
に
向
け
て
の
議

会
運
営
委
員
会
の
報
告
で
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
内
容
は
、
今
定
例
会
の
会

期
に
つ
い
て
は
、
議
長
の
提
案
ど
お

り
12
月
10
日
か
ら
12
日
ま
で
の
３
日

間
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
今
回
の
提
出
議
案
は
、
議

案
第
36
号「
専
決
処
分
の
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て
」（
専
決
第
２
号

大
任
町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て
）か
ら
議
案
第
36
号「
平
成
26
年

度
大
任
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て
」ま
で
の
11
議
案
に
つ
い

て
は
、
各
常
任
委
員
会
に
付
託
す
る

こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
請
願
書
並
び
に
陳
情
書
に

つ
い
て
は
、
請
願
書
が
２
件
あ
り
ま

す
が
、
議
会
運
営
委
員
会
の
意
向
の

と
お
り
各
常
任
委
員
会
に
付
託
す
る

こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

以
上
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

●
公
共
施
設
及
び
民
間
企
業
誘
致
調

査
特
別
委
員
会
報
告

　
　
　
　

  （
委
員
長　

松
下　

太
）

〇
去
る
、
12
月
５
日
ふ
く
れ
ん
甘
木

工
場
、
ふ
く
れ
ん
宮
田
工
場
の
視
察

研
修
の
報
告
で
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
、
企
業
誘
致
の
生
産

拠
点
が
海
外
に
移
る
中
、
大
任
町

に
お
い
て
、
農
産
物
の
加
工
原
材
料

供
給
産
地
と
し
て
収
入
を
安
定
さ

せ
、新
た
な
る
起
業（
農
業
法
人
化
）、

地
元
雇
用
の
拡
大
を
テ
ー
マ
に
地
元

Ｊ
Ａ
、
関
連
会
社
で
あ
る
株
式
会
社

ふ
く
れ
ん
等
の
連
携
に
よ
り
野
菜

ジ
ュ
ー
ス
、
カ
ッ
ト
野
菜
等
の
加
工

原
材
料
供
給
産
地「
大
任
町
」と
し

て
位
置
づ
け
が
で
き
る
か
の
視
察
研

修
で
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。 議会本会議
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総 務 常 任 委 員 会
10 日開会（審査経過）

●
委
員
長

　
　
﨑
野　
英
樹

●
副
委
員
長

　
　
毛
利　
英
文

●
委　
員

　
　
田
中　
良
幸

●
委　
員

　
　
丹
村　
咲
男

●
委　
員

　
　
宮
本　
孝 

一

総務常任委員会

審
査
内
容

・
議
案
第
26
号

　

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て（
専
決
第
２
号
大
任
町
一

般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
）

　

そ
の
内
容
は
、
平
成
26
年
度
大
任

町
一
般
会
計
補
正
予
算
を
地
方
自
治

法
第
１
７
９
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
、
専
決
処
分
を
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

（
質
疑
な
し
、
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
、
全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
29
号

　

大
任
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
及
び
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る

職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　

そ
の
内
容
は
、
人
事
院
勧
告
に
伴

い
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

（
質
疑
な
し
、
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
、
全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
32
号

　

大
任
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
の
変
更
に
つ
い
て

　

そ
の
内
容
は
、
本
町
の
自
立
促
進

を
図
る
た
め
、
大
任
町
過
疎
地
域
自

立
促
進
計
画
の
一
部
を
変
更
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

（
質
疑
な
し
、
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
、
全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
33
号

　

平
成
26
年
度
大
任
町
一
般
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

　

そ
の
内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
に
７
千
９
百
48
万
３
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
46
億
１
千
８
百
３
万
９
千
円
と

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
質
疑
な
し
、
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
、
全
員
異
議
な
く
可
決
）

「
所
管
事
務
、
諸
般
の
報
告
」

※
総
務
課　

大
任
町
消
防
団
出
初
式

の
日
程
報
告
。

※
教
育
課　

成
人
式
の
日
程
報
告
。

※
特
産
品
開
発
課　

観
光
農
園
ハ
ウ

ス
の
作
付
出
荷
状
況
報
告
。
納
豆
加

工
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
に
向
け
た
進
捗

状
況
報
告
。
道
の
駅
お
お
と
う
桜
街

道
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
の
日

程
報
告
。

※
議
会
事
務
局　

議
会
初
寄
り
の
日

程
報
告
。

質
疑
＆
回
答

○
宮
本
委
員　

大
任
小
学
校
の
学
童

ク
ラ
ブ
が
１
教
室
46
名
で
運
営
し
て

い
ま
す
。
９
月
議
会
で
安
全
対
策
を

お
願
い
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後

の
経
過
措
置
の
報
告
を
お
願
い
し
ま

す
。

○
教
育
課
長　

今
ま
で
学
童
ク
ラ
ブ

に
は
設
置
条
例
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り

本
定
例
会
で
基
準
を
定
め
る
条
例
を

●
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
中
良
幸
）

○
去
る
、
９
月
30
日
に
開
会
さ
れ
ま

し
た
平
成
26
年
第
２
回
田
川
郡
東
部

環
境
衛
生
施
設
組
合
議
会
臨
時
会
に

つ
い
て
の
報
告
で
あ
り
ま
し
た
。

　

会
議
の
内
容
は
、
添
田
町
議
会
議

員
選
挙
に
よ
り
不
在
と
な
っ
て
お
り

ま
す「
本
組
合
の
議
長
選
挙
に
つ
い

て
」を
協
議
し
、
指
名
推
薦
に
添
田

町
の
田
中
正
議
員
が
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
上
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

日
程
第
４
～
日
程
第
14

　

議
案
の
一
括
上
程

（
町
長
提
出
議
案
の
説
明
と
質
疑
及

び
各
常
任
委
員
会
付
託
）

質
疑
＆
回
答

（
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。）

（
総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
す
る
議

案
等
）

・
議
案
第
26
号　

専
決
処
分
の
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て（
専
決
第

２
号
大
任
町
一
般
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て
）

・
議
案
第
29
号　

大
任
町
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
及
び
単
純
な
労
務

に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
給
与
の
種
類

及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
32
号　

大
任
町
過
疎
地
域

自
立
促
進
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

・
議
案
第
33
号　

平
成
26
年
度
大
任

町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

（
地
域
振
興
常
任
委
員
会
に
付
託
す

る
議
案
等
）

・
議
案
第
27
号　

大
任
町
家
庭
的
保
育

事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
28
号　

大
任
町
放
課
後
児

童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

・
議
案
第
30
号　

大
任
町
ひ
と
り
親

家
庭
等
医
療
費
の
支
給
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
31
号　

大
任
町
国
民
健
康

保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

・
議
案
第
34
号　

平
成
26
年
度
大
任

町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
35
号　

平
成
26
年
度
大
任

町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
36
号　

平
成
26
年
度
大
任
町

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

日
程
第
15
～
日
程
第
16

・
請
願
第
３
号　
（
地
域
振
興
常
任

委
員
会
に
付
託
）建
設
業
従
事
者
の

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
の
早
期
救
済
・

解
決
を
図
る
事
等
を
求
め
る
請
願
書

に
つ
い
て

・
請
願
第
４
号　
（
地
域
振
興
常
任

委
員
会
に
付
託
）
ウ
ィ
ル
ス
性
肝
炎

患
者
に
対
す
る
医
療
費
助
成
の
拡
充

に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

請
願
に
つ
い
て

　

以
上
で
本
日
の
日
程
を
す
べ
て
終

了
し
ま
し
た
。

公共施設及び民間企業誘致調査
特別委員会視察
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地域振興常任委員会
11 日開会（審査経過）

●
委
員
長

　
　
永
原　
髙
文

●
副
委
員
長

　
　
次
谷　
國
勝

●
委　
員

　
　
松
下　
　
太

●
委　
員

　
　
佐
々
木
次
男

審
査
内
容

・
議
案
第
27
号

　

大
任
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

そ
の
内
容
は
、
児
童
福
祉
法
第
34

条
の
16
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

質
疑
＆
回
答

○
佐
々
木
委
員　

保
育
所
を
開
所
す

る
場
合
、
申
請
は
同
様
な
方
法
で
行

い
ま
す
か
。

○
住
民
課
長　

こ
れ
は
申
請
に
基

づ
く
認
可
が
あ
り
ま
す
。
事
業
を
す

る
方
が
町
に
申
請
し
、
町
は
こ
の
条

例
に
基
づ
い
た
基
準
が
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
の
基
準
に
基
づ
い
て
許
可
を

出
し
ま
す
。

○
佐
々
木
委
員　

条
例
改
正
に
伴
い

議
会
に
お
い
て
は
、
担
当
課
長
の
説

明
を
伺
い
論
議
で
き
ま
す
が
、
町
民

に
対
し
て
は
条
例
改
正
等
は
ど
の
よ

う
に
知
ら
せ
て
い
ま
す
か
。

○
住
民
課
長　

今
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
た
啓
発
、
例
え
ば
こ
の

条
例
を
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ

て
、
町
民
の
意
見
等
を
集
約
す
る
方

法（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）が
あ

り
、
ま
た
町
内
６
か
所
の
掲
示
板
に

告
示
を
し
て
い
ま
す
。

（
質
疑
終
了
、
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
28
号

　

大
任
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

そ
の
内
容
は
、
児
童
福
祉
法
第
34

条
の
８
の
２
第
１
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

整
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
本
条
例
を

制
定
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

○
松
下
委
員　

学
童
ク
ラ
ブ
の
職
員

は
学
校
の
先
生
で
す
か
。

○
住
民
課
長　

免
許
を
持
つ
保
育
士

か
、
学
校
の
教
員
免
許
を
持
っ
た
方

を
雇
っ
て
い
ま
す
。

（
質
疑
終
了
、
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
30
号

　

大
任
町
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

そ
の
内
容
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
支
給
事
業
費
県
費
補
助
金

交
付
要
綱
の
改
正
に
伴
い
、
本
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

（
質
疑
な
し
、
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
31
号

　

大
任
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

そ
の
内
容
は
、
健
康
保
険
法
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
本
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

○
米
丸
議
長　

東
部
縦
幹
線
に
遊
歩

道
を
整
備
し
、
そ
こ
で
ジ
ョ
ギ
ン
グ

等
の
健
康
づ
く
り
を
行
い
、
国
保
の

医
療
費
の
削
減
に
な
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

○
浦
野
副
町
長　

町
長
と
協
議
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
質
疑
終
了
、
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
34
号

　

平
成
26
年
度
大
任
町
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て

　

そ
の
内
容
は
、
既
定
の
事
業
勘

定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か

ら
歳
入
歳
出
１
百
89
万
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

８
億
６
千
82
万
６
千
円
と
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

（
質
疑
な
し
、
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
35
号

　

平
成
26
年
度
大
任
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て
　

そ
の
内
容
は
、
既
定
の
事
業
勘

定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら

歳
入
歳
出
３
百
３
万
１
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

６
千
８
百
25
万
９
千
円
と
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

（
質
疑
な
し
、
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
36
号

　

平
成
26
年
度
大
任
町
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

そ
の
内
容
は
、
収
益
的
収
入
及
び

支
出
の
予
定
額
に
、
収
益
的
収
入
及

び
支
出
そ
れ
ぞ
れ
13
万
８
千
円
を
追

加
し
、
収
入
支
出
の
予
定
額
を
そ
れ

ぞ
れ
１
億
５
千
２
百
49
万
８
千
円
と

定
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
質
疑
な
し
、
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
請
願
第
３
号

　

建
設
業
従
事
者
の
ア
ス
ベ
ス
ト
被

害
者
の
早
期
救
済
・
解
決
を
図
る
事

等
を
求
め
る
請
願
書
に
つ
い
て

　

そ
の
内
容
は
、
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト

被
害
者
と
遺
族
が
生
活
で
き
る
救
済

の
実
施
と
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
拡
大

を
根
絶
す
る
対
策
及
び
ア
ス
ベ
ス
ト

の
拡
散
を
防
止
す
る
対
策
を
直
ち
に

と
り
、
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
の
早
期
解

決
を
国
に
要
望
す
る
意
見
書
を
提
出

す
る
請
願
で
あ
り
ま
す
。

（
質
疑
な
し
、
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
全
員
異
議
な
く
採
択
）

・
請
願
第
４
号

　

ウ
ィ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す
る

医
療
費
助
成
の
拡
充
に
関
す
る
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て

　

そ
の
内
容
は
、
ウ
ィ
ル
ス
性
肝
硬

変
・
肝
が
ん
に
係
る
医
療
費
助
成
制

度
を
創
設
し
、
身
体
障
害
者
福
祉
法

上
の
肝
機
能
障
害
に
よ
る
身
体
障
害

者
手
帳
の
認
定
基
準
を
緩
和
し
、
患

者
の
実
態
に
応
じ
た
制
度
に
す
る
こ

と
を
国
に
要
望
す
る
意
見
書
の
提
出

の
請
願
で
あ
り
ま
す
。

（
質
疑
な
し
、
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
全
員
異
議
な
く
採
択
）

「
所
管
事
務
、
諸
般
の
報
告
」

※
内
容
に
つ
い
て
は
、
総
務
常
任
委

員
会
と
同
じ
で
す
の
で
19
ぺ
ー
ジ
を

ご
参
照
願
い
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

○
佐
々
木
委
員　

大
任
町
の
情
報

通
信
整
備
と
い
う
事
で
、
光
フ
ァ
イ

バ
ー
通
信
の
整
備
は
出
来
な
い
で

し
ょ
う
か
。

○
総
務
課
長　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
は
民

間
の
通
信
業
者
が
高
速
通
信
網
の
整

備
と
い
う
事
で
行
っ
て
い
ま
す
が
採

算
性
が
取
れ
な
い
大
任
町
で
は
未
整

備
と
な
っ
て
い
ま
す
。
総
務
省
の
情

報
通
信
利
用
環
境
整
備
推
進
交
付
金

審
議
し
て
頂
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
安
全
対
策
と
し
て
は
、
１
教
室

増
や
し
、
ス
ッ
タ
フ
を
増
や
し
て
対

応
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め

の
補
正
予
算
も
本
定
例
会
に
計
上
し

て
い
ま
す
。

○
宮
本
委
員　

Ｂ
＆
Ｇ
の
体
育
館

で
介
護
予
防
教
室
も
行
っ
て
い
ま
す

が
、
障
害
者
用
の
ト
イ
レ
も
無
く
、

男
女
共
、
全
て
和
式
ト
イ
レ
で
す
。

一
部
を
洋
式
ト
イ
レ
に
変
更
し
、
高

齢
者
や
障
害
者
の
方
が
安
心
し
て
使

用
で
き
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

○
永
原
町
長　

体
育
館
に
つ
い
て

は
、
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
と
協
議
し
、
検
討

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

以
上
で
、
総
務
常
任
委
員
会
を
閉

会
し
ま
し
た
。

地域振興常任委員会
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編集委員会

　

議
会
で
は
皆
様
方

の
生
活
に
直
結
す
る

予
算
な
ど
が
審
議
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
多

く
の
方
々
に
議
会
審

議
を
傍
聴
し
て
頂
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
次
回
の
定

例
会
は
平
成
27
年
３

月
の
予
定
で
す
。

●
大
任
町
議
会
議
長

　
　

米
丸　

年 

一

︽
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
︾

●
委
員
長

　
　

松
下　
　

太

●
委　

員

　
　

﨑
野　

英
樹

●
委　

員

　
　

毛
利　

英
文

●
委　

員

　
　

永
原　

髙
文

●
委　

員

　
　

次
谷　

國
勝

議 会 本 会 議
12 日開会（審議経過）

日
程
第
１
～
日
程
第
13

議
案
の
一
括
上
程

　
（
各
常
任
委
員
長
報
告
、
委
員
長

に
対
す
る
質
疑
・
討
論
採
決
）

○
総
務
常
任
委
員
長
報
告

　
　
　
　
　
（
委
員
長　

﨑
野
英
樹
）

　

12
月
10
日
の
議
会
本
会
議
で
付
託

さ
れ
た
議
案
第
26
号
、議
案
第
29
号
、

議
案
第
32
号
、
議
案
第
33
号
の
４
議

案
に
つ
い
て
、
12
月
10
日
午
後
１
時

か
ら
総
務
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、

慎
重
審
議
し
た
結
果
、
委
員
会
は
原

案
の
と
お
り
４
議
案
を
全
員
異
議
な

く
可
決
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

○
地
域
振
興
常
任
委
員
長
報
告

　
　
　
　
　
（
委
員
長　

永
原
髙
文
）

　

12
月
10
日
の
議
会
本
会
議
で
付
託

さ
れ
た
議
案
第
27
号
、議
案
第
28
号
、

議
案
第
30
号
、
議
案
第
31
号
、
議
案

第
34
号
、
議
案
第
35
号
、
議
案
第
36

号
、
請
願
第
３
号
、
請
願
第
４
号
の

９
議
案
に
つ
い
て
、
12
月
11
日
午
前

10
時
か
ら
地
域
振
興
常
任
委
員
会

を
開
催
し
、
慎
重
審
議
し
た
結
果
、

委
員
会
は
原
案
の
と
お
り
９
議
案
を

全
員
異
議
な
く
可
決
す
べ
き
と
決
定

し
ま
し
た
。

（
質
疑
・
討
論
・
採
決
）

・
議
案
第
26
号

　

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て（
専
決
第
２
号
大
任
町
一

般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
）

・
議
案
第
27
号

　

大
任
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
28
号

　

大
任
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
29
号

　

大
任
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
及
び
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る

職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

・
議
案
第
30
号

　

大
任
町
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

議会からのお知らせ

・
議
案
第
31
号

　

大
任
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
32
号

　

大
任
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
の
変
更
に
つ
い
て

・
議
案
第
33
号

　

平
成
26
年
度
大
任
町
一
般
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
34
号

　

平
成
26
年
度
大
任
町
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
35
号

　

平
成
26
年
度
大
任
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て・
議
案
第
36
号

　

平
成
26
年
度
大
任
町
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
請
願
第
３
号

　

建
設
業
従
事
者
の
ア
ス
ベ
ス
ト
被

害
者
の
早
期
救
済
・
解
決
を
図
る
事

等
を
求
め
る
請
願
書
に
つ
い
て

・
請
願
第
４
号

　

ウ
ィ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す
る

医
療
費
助
成
の
拡
充
に
関
す
る
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て

︽
以
上
13
議
案
に
つ
い
て
は
、
質
疑
・

討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
、
全
員
異

議
な
く
可
決
︾

　

以
上
で
平
成
26
年
第
５
回
大
任
町

議
会
定
例
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

事
業
で
３
分
の
１
の
交
付
金
制
度
が

あ
り
ま
す
が
、
３
分
の
２
は
町
単
費

と
な
り
、
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
も

全
額
町
単
費
と
な
り
ま
す
。
大
任
町

に
お
い
て
実
用
性
が
あ
る
も
の
か
、

ア
ン
ケ
ー
ト
や
田
川
市
郡
の
調
査
を

行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
佐
々
木
委
員　

安
永
地
区
の
水

道
水
は
沸
騰
し
て
し
ば
ら
く
す
る
と

オ
リ
み
た
い
な
も
の
が
浮
い
て
き
ま

す
。
調
査
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
水
道
課
長　

島
台
浄
水
場
の
水
は

硬
度
が
高
く
カ
ル
シ
ウ
ム
成
分
が
浮

い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
先
日
、
硬

度
処
理
工
事
を
行
い
ま
し
た
の
で
、

硬
度
の
正
常
な
水
が
出
る
と
思
い
ま

す
。

　

以
上
で
、
地
域
振
興
常
任
委
員
会

を
閉
会
し
ま
し
た
。

本会議最終日
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新
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な
る

ス
タ
ー
ト

大森香菜子さん

　新成人を祝う式典「成人式」が、１月12 日、レインボーホールで開催され、今
年は該当者 57 人のうち 43 人の新成人が、華やかな衣装に身を包み町内外から
出席しました。オープニングセレモニー「思い出のアルバム」で、ステージ上のス
クリーンに中学校時代の写真が映し出されると、当時を懐かしむ新成人からは歓
声が上がっていました。
　式典では、永原町長が「今日から大人の仲間入りです。未来には無限の可能性
があります。これからの大任町を担い大きく羽ばたいてください」と祝福のメッセー
ジを贈りました。多くの人からの祝福と激励の言葉を受けた後、新成人を代表して
永友 真帆さんが記念品を受け取り、鶴丸 悟さんが「今日から皆さまの仲間入りをし
ます。新しい社会をつくり出す原動力になることを自覚し、まい進したいと思います。」
と謝辞を述べました。
　式典終了後の立食パーティーでは、久しぶりに再開した友人らと写真を撮ったり
思い出話に花を咲かせたりして、楽しい時間を過ごしていました。人生の大きな節目
となった成人式。かけがえのない故郷の良さを再確認できた、すてきな日となったよ
うです。

奥永莉子さん今永菜々美さん山口優花さん

▲記念品を受け取る永友真帆さん

    新成人に聞きました　ハタチの目標   ～ 20 years old　 interview ～

2015　 1/12　大任町成人式

▼成人代表謝辞を述べる鶴丸悟さん


